
【令和元年 6月】 

地域を支える仕組みづくり 

大崎市流地域包括ケアシステムについて古川のボランティア連絡会の方々と話し合いました                         

令和元年6月3日（月曜日）午後2時からＦプラザにて古川ボランティア連絡会研修会が行われ

ました。今回は大崎市民生部社会福祉課地域包括ケア推進室の職員が講師となり、「大崎市流地域包

括ケアシステム」について話題提供を行いました。 

大崎市流地域包括ケアシステムでは、それぞれの役割を発揮することが重要であり、ボランティ

ア連絡会の役割がすでに地域の見守りや支えあいの場になっていることをメンバーの方々と話し合

いました。参加者からは「生活の困りごと解決に自分たちのボランティア活動を生かすことができ

ないかな。」という話も出されました。 

 

高倉地区のコーディネーターと民生委員とで勉強会を開催しました                       

令和元年6月6日（木曜日）午前10時から高倉地区公民館で高倉地区のコーディネーターと民

生委員が一緒に「地域包括ケアシステムと生活支援体制整備事業」についての勉強会を行いました。 

大崎市民生部社会福祉課地域包括ケア推進室の職員が大崎市で進めている地域包括ケアシステム

と高倉地区で始まっている生活支援体制整備事業にどのようなつながりがあるのかを話題提供した

後に、カードを用いて民生委員が日ごろ相談を受ける項目について意見交換を行いました。 

よく相談を受けることには「認知症」や「服薬管理」だけでなく、「ついでの買い物」を頼まれる

こともあるという意見が多く、高倉地区に必要な地域資源が見えてきた様子がありました。 

 



令和元年度第 2回地域支援コーディネーター意見交換会第 2回目を行いました                           

令和元年6月13日(木曜日)午後 1時 30分から隔月行われている「令和元年度第2回地域支援

コーディネーター意見交換会」を大崎市役所本庁舎北会議室2階にて行いました。第1回目の際に

要望があった「個人情報の保護制度のしくみ」について大崎市総務部市政情報課の職員からの講話

後に意見交換を行いました。 

有償ボランティア立ち上げのために課題把握を行っている地区やアンケート調査を行った地区の

現状について話し合われました。今回の意見交換で「移動手段」という課題が明確となったため、

次回は移動研修会として先進地の視察を行うことが決まりました。 

東大崎地区振興協議会でワークショップ第 1回目を行いました                            

令和元年6月15日（土曜日）午後7時から古川東大崎地区公民館にて東大崎地区振興協議会主

催で「第 1 回東大崎地区サミット～住民編～」が開催されました。当日は、東大崎地区の暮らしを

めぐる課題を皆で話し合い、知恵やアイディアを出しながら、共有・共感しあうことで、みんなの

声を生かした住みよい東大崎地区を創るための話し合いが行われました。 

今回は「東大崎地区の魅力と課題」についてワークショップが行われました。出された意見には

「隣近所の高齢者や子供の顔が分からない」「一緒に集える場所があれば嬉しい」などの意見が出さ

れました。次回は課題をさらに深めて、住みよい東大崎地区をつくるために話し合いを行っていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



医療と介護の連携 

上宿地区ACP（アドバンス・ケア・プラン：人生会議）の出前講座を行いました                        

令和元年6月3日（月曜日）午前10時から上宿生活センタ－にて大崎市在宅医療介護連携支援セ

ンタ－職員と民生部社会福祉課地域包括ケア推進室の職員が講師となり、「人生会議：ACP（アドバ

ンス・ケア・プランニング）」について、終末期に大事にしたいことを考える「もしばなゲ－ム」を

使って参加者の方々と話し合いました。 

参加された方の意見では「今までうっすらとしか考えていない自分に気付いた。」や「介護保険に

ついてもっと知りたくなった。」などの感想がありました。 

興味のある方は大崎市在宅医療介護連携支援センター（☎25－5376）または、民生部社会福祉

課地域包括ケア推進室（☎23－6012）までご連絡ください。 

令和元年度第2回ふらっといしかいサロンがオープンしました                                          

令和元年6月18日（火曜日）午前10時から大崎市図書館研修室にて第 2回目の「ふらっとい

しかいサロン」をオープンし、32人の来所がありました。 

このサロンは、地域の方々が病気や健康管理のことについて「ちょっと聞いてみたいこと」を医

師や看護師等に気軽に相談できる場になっています。午後1時30分から医師によるミニ講座では、

冨樫クリニック 院長 冨樫 孝氏による「糖尿病のお話」が行われました。会場には医療介護資源情

報コ－ナ－や、ミニ図書館（糖尿病、糖質オフの関連図書）があります。出入り自由になっており

ます。興味のある方は、ぜひお立ち寄りください。 

 

大崎市医師会主催の医学講座 2回目が開催されました                            

令和元年6月18日（火曜日）午後6時30分から大崎市図書館にて大崎市医師会主催による「今

だから学びたい介護事業所向け医学講座」の第 2 回目が開催され、市内の介護事業所に勤めるケア

マネジャーや介護士等 57 人が参加しました。今回はすずき脳神経外科クリニック 鈴木 豪氏によ

る「脳血管疾患」についての講座が行われました。 

 普段聞きづらい素朴な疑問についての回答がもらえるなど、「今だから学びたい」に相応しい医学

講座となっておりますので是非ご参加ください。 


